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　太陽の黒顯が肉眼でも見える

　　　　（三月七日大阪朝日朝刊）

　京大の天文學者山本一清氏の獲表す

る書ころによれば．近ごろ太陽面の黒

黙はますます明瞭ミなり、：立派にわれ

われの肉眼でも見られる、多分今週中

は同様見えるであらうミ。

「“一一去ろ二月二十五日太陽東町に現はれ六

太陽の中央子午線に近づく亡共に頗る大きな

形になって來710三月二日午後五時頃、京都

大學の山本上島；其他の諸氏に之れな日浬前に

肉眼でも見プ：。それで山本氏匿此の事なニウ

スtして大阪放途局へliがきに書き逡つすこも

のであろ。大阪朝日が駆れを七日頃朝刊に出

しアこ時にt概に此の黙占翻i可なり西へ移っ

て了つ’〈Qす；b

　　　お星さんが豊間見え旋

　　　（三月十七日大阪毎日新聞夕刊）

　十七日正午頃から午後一時頃にかけ
て太陽の近くに星のま．たXくのが護法

され仁が白書しかも強い太陽の光の中

に星の見えるのは珍しいこεなのでい

つれも不思議に感じて大騒ぎをやって

みた東京天文塁について尋ねるε
Pt一一一それに決して不思議なこtでばなく星

、1エ金星で亭常ば太陽の光【二潰されてみるが、

今ほ金皐が非常に光度な回してみろので太陽

の光に打勝つ揺澤だ、年n一度ば金星が光度

を頂馳まで獲散すろ今年匡三月十四日がその

光度の高い日であっすごが十七日は空が晴れた

のでよく見えすこ課であろ。

　　　　地球自韓緩む
　　　　（三月十七日大阪毎日夕刊）

　シカゴ大學のブラウン教授は多年の

實験によの地軸を中心Sする地球の自
轄は漸次緩漫になって行くがそれは全

く氣につかぬ程のもので百年に約十分

の一秒の割合である最近世年間の計算，

による：三此の厘因は潮の．干満による磨

．擦から起こるのでこの中心地織はペー
　リング海峡であるこε．を登表しナこ

詳一地球の自運が緩む．か速まるか［i天文學

上口昧あろ画題であろ。多くの學者が實測的

にも数理的にも研究してみるが、大農に難い

麟鷲蕪篇畠を嘉灘塗鞘呈讐
　が、既の方面から今までに確置は得られてゐ

［ない浅鍋的i：（t、地球が牧卸して行く郭め吟

興群（三澤氏・騨翻が・三月・・入つ・i轍速く論いふ灘・胞潮解係
のプこめ雪下ば緩くなるビいふ理論r！）が共に戊

立すろのであるが、結局何れが1重要すよもので

あるか分らない。庇の記事は、多分潮汐問題

の研究結果の溌表であるらしい。しかし左様

なれば要する［：’2Jza一上の結諭である0實測學

振の人々が承認しない限り、餌iり早合鰭1ばつ

、しまねじでならない。

　　　　　　通　　　信

　山本：先生

　　　　　丁度十四日に日食が有るプこめ［：、　（前略）

十四日までば家から通學致し『（居りまし7：0
　（中略）天界一月二二東京天文豪の本暦に
よりまして日食の時期な豫知致しましブこ。
　私感、早遽、篇眞の三脚に双眼鏡（12倍）惣
取付けましブこ。そして太陽の像を投影すろ白
紙板な用意し蝕計な光線な違けるplateか作り
まし7こ。それから大阪の大乱の時に上田先生
の御講演nuteより，見出．しまして、姻かえスた
作りました埋門的な準備ぱ出題まぜんがこ控
位準備しておきまし7；。愈14日が参りまし7：。
クロノメーターが有りまぜんから學校の蹄へ

議隣獣雛詩藻藩讐謡濾葎
下垂騰購繋念こ綾。。妹、でが

講鴛郵毒蛇環無封剥離
墜騎黒黒幾噸岳巌［翼属あ濠
潜投射致しまし’t：。すんすんビ掃けて疹リま

す母匡i詠うして天文學者ほこの時間か少し
の間違ひなしに才知し得るのか？」撃芒問び
まず。そ1へ姉までやってi塾りまして大さD
含で御穐．いまし’た。幸にも．～黙の曇りもなき

青空に不完全ながら甥測して4時55分に1工太
陽ほ西の舗の中にカくれてしまひましブこ。
（後略）　　　　　　　　　　　　　小泉功


